
三重県の医療連携事例が注目を集めています。松阪市民病院の医事企画課長であり、

「三重県共同購入アライアンス」（MGPA）の事務局代表を務める山下友路氏が登壇し、

①県内病院の協力体制の構築までの背景と経緯、②連携による広域的なBCP（事業継

続計画）の強化、③今後の医療機関間の協力体制の展望について熱く語ります。

「医療材料の共同購入」を主軸とする広域連携の方向性、実効性のある地域医療連携

を可能にする「ヒト」の部分について議論を深めていく機会としてご注目ください。

お問い合せ先：コトセラ事務局（エム・シー・ヘルスケア株式会社）contact-cc@cotocellar.com

下記ウェブサイトよりお申し込みください

※ウェビナー申し込み時に会員登録（無料）が必要となります。未登録の方は同時に申し込みください。

www.cotocellar.com/seminars/detail/83

全国各地の医療機関と確かな信頼関係を築き
病院の業務を総合的にサポートします。

mc-healthcare.co.jp

コトセラのウェブサイト (www.cotocellar.com）のセミナー情報からも、申し込みできます！

2024年7月18日（木）17:00～18:00

概要

開催方法 定員 対象 参加費

ZOOM 1,000名 医療機関職員の皆さま 無料

申し込み締切：2024年7月18日（木）17:50 運営会社：

開催日時

コトセラ 検索

無料参加／ウェビナー

登壇者

【略歴】1997年4月JA三重厚生連鈴鹿中央総合病院に入職。2000年4月JA三重厚生連三重北

医療センターいなべ総合病院、2013年4月JA三重厚生連三重北医療センターいなべ総合病院

医事課長、2014年4月JA三重厚生連鈴鹿中央総合病院 医事課長。2019年7月に松阪市民病

院 医事課長に着任。2023年4月より現職。他に、松阪市民病院 臨床研修センター事務局代

表、三重県共同購入アライアンスMGPA事務局代表、三重県医師事務研究部会顧問。

松阪市民病院 医事企画課長山下 友路

「地域共同購入」が開く
二次医療圏を超えた連携と

その可能性


